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小松からF15戦 闘機がインド空軍との共同訓練に参加
岸田政権は米、豪、印や韓国と連携して、さらなる中国包囲網をつくろうとしています。インド空軍が初

めて茨城・百里基地に飛来し、1月 16日 から26日 まで小松のF15戦 闘機などと共同訓練を実施し、同
盟国・同志国との連携を強化しています。さらに先制攻撃力を強めるためF35Aス テルス戦闘機の配備を
25年に4機、26年に 8機、28年までには 20機の攻撃体制をつくろうとしています。対中・対北朝鮮・

対口をにらんだ「戦争準備」に反対していかなければなりません。

アグレッサー墜落事故の原因を隠ぺいする防衛省

22年 1月 31日 夕刻、離陸したF15戦 闘機 (アグレッサ
ー部隊司令が操縦し教官が同乗)がその一分後に基地沖の海

に墜落しました。異様なほどの捜索態勢が敷かれフライ トレ

コーダは 2月 25日 に発見されました。私たちは基地に対し

て即刻抗議し「全てのフライ トを中止せよ」と墜落抗議、原因

究明、飛行中止を迫 りましたが、墜落原因も分からないまま

「F15の スクランブル」を続けました。市民・県民の命より
「防空」が重要だという非人間的で、反労働者的な対応を続け

たのです。

6月 末、防衛省は、「操縦士の空間識失調」が墜落原因だと

して司令と指導教官に責任を押しつけ、全てを防衛秘密の中

に葬り去ったのです。

1969年 2月 8日 、金沢市内にF104戦 闘機が墜落し
多くの死傷者を出した事故の原因が「ベ トナム戦争」への「臨

戦態勢」であったように、今回も「尖閣・台湾 。北朝鮮」有事

に対する「臨戦態勢」であったことは誰の目にも明らかです。

F35Aス テルス戦闘機の配備に反対するとともに、基地爆
音訴訟とも連携していかなければなりません。

,とと認′~ 
どi年4月 止
==「
lrド冊亦.■酪せた←″載将i=〉′☆

iF IⅢ、■J、どt′ (2022年 2月 1日  北陸中日新聞)

三
十

一
日
午
後
兵
時
半
と
も

、
航
一
・Ｌ百
衛
隊
の
ｒ
お
戦
商
様
　
一
墜
落

と
し
て
は
、

二
０

一
九
年

一

２
人
搭
乗
、機
体

一
部
発
見

小
松
市

四
月
、
青
森
県
沖
の
太
平
祥

で

三
沢
基
地
の
●
３５
Ａ
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
の
ケ
ー
ス
以
来

．
Ｆ
い

の
』
落
は

、　
一
一
年
七
月
に
那

~尊
蓋熱嚢選蔀
帝

潮
基

触
の
職
体

が
訓
換
中

、
束

ン
ナ
碑
で
墜
お
し

て
以
来

と
ホ

る

。

団

牛
鶴
細
孫
絆
翻
幣
鰐
離
圏

鰈

盤

↑
軽

醐
礎

・し縮

嗣

期
鋼
絲
漱
観
離
鶏
齢
靱
賤

ｉ‐
染
鎚

５
，６
百
　
最
一高速度
は
マ
ッ
ハ２
・３
，

1989年2漁弓i婿1と翻姦活
廠監かⅢ

9欝 il育属思「q確漏 酔噺取想
2008,e月暉√ぼ私f共

世催々〔笙と.ナ (イロテ!灯競
11年

'月

|カデ雨 ittsi藤 電ムf「手 ∫:こ

割
で
、
訓
練
で
は
敵

の
役
を
す

る
．

「
ア
ク
レ

ッ
サ
ー

」
の
連

，鰭
騰
腫
儀
脚競
切酔
γ
に迭
キ
ャ

酪
よ』翻一議
犀
挙
ダ「騨
縣
絲
講

職間機の技術態導が主な役．進付近にいた勇件から「海

iO月 石i榮ド.こ Flこ「
.SI防
:]職か■生され1う|.

"ユ
■
''Ⅲ
Ⅲち下

期 薙i陶殿 隅
た,■ )F〕 Ⅲ

4月 ■3SA五 iiliょ 、TII∫
=壁
者、
'tイ

「iリドム

上
で
赤

い
光
を
見
た

一
と

一
一

八
翌
が
あ

っ
た

。

戦争も僚も基地も鷹発もない平和な本来をつくるう r
23年 1月 5日 、ANAホ リデイ・イン金沢スカイにおいて、
県勤労協と共催で 「2023年新春の集い」を開催しました。

的場 (共同)代表が司会を務めるなか、主催者挨拶で宮岸 (共

同)代表は「岸田政権による安保三文書の改訂は『専守防衛』

を大転換させるものであり、戦争につながる動きを阻止しよう」

と訴えました。

小松爆音訴訟を闘うピースセンター小松の今村副代表、志賀

原発廃炉に !訴訟の北野原告団長が引き続き連帯することを

訴え、統一地方選は「反戦・平和」と結合して闘うことを確認し、

J́ヽ
松
基

地
F
■5
海
〔=墜
考

新年のスター トを切りました。
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